




濃厚接触者の待機期間について
（１）通常の場合（原則）

陽性者の濃厚接触者 ７日間

（２）高齢者施設など重症化リスクの高い方が多数入所する施設、学校園等の従事者

一定の条件（他の従事者との代替が困難、ワクチン接種済等）の下、無症状の従事
者に、毎日、抗原定性検査キット※１を用いた検査により、陰
性を確認した場合

業務従事が
可能

※１ 薬事承認されたものに限ります。また、当該検査は自主検査として、実施される方の費用負担で行います。
※学校・仕事へ復帰するための隔離解除の証明書等の提出は不要なため、医療機関や保健所へ各種証明書等の作成を求める

ことは控えてください。

感染者の同居家族の待機期間は、感染者の発症日（無症状者は検体採取日）ま
たは家庭での感染対策※２開始日のいずれか遅い方の翌日から７日間
※２ここで言う感染対策は、日常生活を送る上で可能な範囲での、マスク着用、手洗い・手指消毒の実施、物資等の
共有を避ける、消毒等の実施などの対策で、厳格な隔離（部屋を分けての生活）等を求めるものではありません。

R4.3.16以降

無症状の濃厚接触者に、抗原定性検査キット※１を用い、
最終接触日から４日目と５日目にそれぞれ行い、陰性
であることが確認されている場合

５日間
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